　
国語科学習指導案
令和2年6月17日～24日
石垣市立川平中学校２年１組　計９名

授業者　小野寺　紀子　印　

１　単元名
　　「あなたが知りたいバイオロギング調査を考える」
　 教材名　生物が記録する科学―バイオロギングの可能性　　　　　
２　単元の目標    
　（１）意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能】
　（２）目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の言動の意味などに

ついて考えたりして，内容を解釈できる。　　  　　【思考力，判断力，表現力等】Ｃ(1)イ

　（３）文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け自分の考えを広げたり深めたりできる。　　　　　　　　　　　　　　　　  　　【思考力，判断力，表現力等】Ｃ(1)オ
　（４）言葉が持つ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力，人間性等】
　　
３　 本単元における言語活動
あなたが知りたいバイオロギング調査を考える　　　　　　　　　　関連　読むこと(2)ア
４　単元について　  
(1)　生徒観　

　　平成31年度標準学力調査において教科全体の正答率は70,8％（全国70,4％）と、全国と変わらない数値であった。しかし、文章を読んで書いた感想文の空欄に言葉を埋める問題や図やグラフを出す意図を説明する文章の空欄を埋める問題等で課題が見られた。また、国語に対する関心・意欲・態度も全国を2,3％下回る結果であった。このことから生徒は内容を理解はしてもそれを説明する言葉を知らず、どのように書いたらよいか分からないと言うことが分かる。また、どのように書けばよいか言葉を活用できないことから国語が苦手、考えを書くのが苦手という実態がうかがえる。

　　ペア学習やグループ学習を通して互いに学ぶ雰囲気はできているが、自分の考えを広げ書く段階になると止まってしまう生徒もいる。本教材は文章の構成を理解し内容を捉えた上で、自分の考えを広げる学習となっている。「説明文」においてどのように読み解いていけばよいのか、学習用語を意識することで小学校からの用語の学びの意味を再度確認するよい教材となっている。また、感想や考えを表す言葉をヒントに与え、交流を通して他の意見から自分の考えを広げられるよう授業を展開し、言語活動の考えをまとめることができるようにしたい。
(2)  教材観

　　1学年では「ダイコンは大きな根？」や「ちょっと立ち止まって」と説明文における文の構成や筆者の考えをまとめる学習を行ってきた。本教材は、2学年に上がり初めての説明文である。わかりやすく序論・本論・結論で構成されている。そのため、生徒は今までの学びを生かして内容を意味段落に分けることができると考えられる。また、バイオロギングという聞き慣れない調査方法とペンギンという「なじみのある」動物の調査について紹介し、興味関心を引く内容となっている。しかし、科学という点で生徒にとっては遠いどこかの話というとらえ方になる恐れも考えられる。そこで単元名を「あなたが知りたいバイオロギング調査を考える」とし、筆者が主張していたバイオロギングの可能性とそこから広がる世界を自分ならと考えまとめる言語活動を入れる。周りにある身近な動物や地域の環境などを考えて文章を作成することで遠い科学が身近に感じられ筆者が主張する思いが生徒の心の中に入り込むことを期待する。
(3)　指導観

本単元は生徒にとってわかりすく新しい発見がある内容となっている。しかし、科学に興味関心を持たない場合、単に「ペンギンの行動ってそうなんだ」とか「すごいな」と思うだけで終始してしまう事も考えられる。筆者は科学者になってほしいと言うより見えているもの、知っているものが全てではない、新しい発見で世界はもっと広がるというメッセージを送っている。自分の周りの動物でできることを考え提案する文章を考える過程で、今まで考えなかったことやもっと知りたいと思う経験をさせたい。毎時の振り返りでは国語の学習について終始することなく他教科や他の学びに生かせるかを考えさせ、交流することで他の学びを発見させていく。また、筆者の主張を具体的に言い換えさせることで筆者の思いを身近に感じさせられるようにする。すぐに思いつかない生徒もいると考えられるので八重山地区や川平地域に見られる動物の例などを挙げながら考えさせていく。
５　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①文の構成，意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。【(2)ア】
	①読むことにおいて，目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈している。【Ｃ(1)イ】

②読むことにおいて，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。【Ｃ(1)オ】
	①積極的に相手に伝わるように今までの学習を生かし，構成や言葉を工夫して自分の思いや考えを伝えようとしている。


６　単元の指導・評価計画（全 ５ 時間）      ※観察：観、ノート：ノ、ワークシート：ワ、 内：内容、行：行為　　交：交流活動
	次
	時
	学習目標
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準
	語彙力向上

	第

１

次
	１
	文章構成を理解しバイオロギングについて要点をまとめる。
	・学習の見通しを持つ。興味関心などを書く。

・文章構成を捉えバイオロギングについて要約する。
	・バイオロギングについて知り、自分の考えについて書くことを知らせる。
	知：文の構成を理解している（観・ノ）

思①：バイオロギングについて要点をまとめている。（ノ）
	【振り返りの視点】（交①）

文章の中で印象に残ったこと考えたこと

☆言葉カード‘印象・感想・感情の語彙）

☆学習用語　内：構成　　行：要点

	第

２

次
	２
	調査からわかった事実をまとめ筆者の考えを要約する。
	・本論を読み，グループで分担してまとめ、他のグループに伝える。

・ペンギンの行動の意味をまとめる。
	・調査内容をワークシートに作り短時間で作業できるようにする。
	思①：ペンギンの調査から事実と筆者の考えを具体的に読み取っている。(ワ)
	【振り返りの視点】(交②)
考察はどのようにして書くとわかったか、今後どの学習でいかしたいか
☆言葉カード（感想・感情の語彙）
学習用語　内：事実・考え　行：要約

	
	３
	本論での論理の展開の工夫を要約する。
	・本論での説明のしかたの工夫は何か，事実と筆者の考えの他に何があるか着目して捉える。


	・図や写真が効果的に用いられていることにも着目させ，文章との関連を考えて内容を読み取らせる。
	思①：文章の構成や事実と考え、図やグラフの組み合わせに着目し、説明の仕方の工夫を捉えている。（ワ）
	【振り返りの視点】（交③）

説明するときどんな工夫をしてどんな文章にしたいと思うか
☆言葉カード（内容・印象の語彙）
☆学習用語内：論理の展開　行：要約

	
	４
	筆者の主張を具体的に言い換える。
	・筆者が「バイオロギング」のどの点に可能性を感じているかを捉え，考えを班で共有する。


	・抽象的な言い方の主張を身近な環境に目を向けさせて具体的に考えさせる。
	思②：文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け自分の考えを書いている。（ワ）
	・言い換える場面
【振り返りの視点】（交③）

他の人の考えを聞いて考えたこと、参考にしたいこと
☆言葉カード（内容・印象の語彙）

☆学習用語　内：主張、具体・抽象　
行：言い換え

	第

３次
	５
	あなたが知りたい調査について構成を工夫し要約する
	・学びを序論・本論・結論の構成でまとめ、自分の考えを書き推敲する

・グループで発表する。
	・文の型のワークシートに記入しながら書けるようにする。
	主：相手に伝わるように言葉を選び思いや考えを伝えようとしている。
（観・ワ）
	・一文感想（評価の語彙）

【振り返りの視点】（交④）

学習で身についたこと、いかしたいこと☆言葉カード（感想・印象・感情の語彙　☆学習用語　内：文の構成の工夫、根拠　　　　　　　行：推敲、要約


７－１　本時の学習（１／５時間目）
(1)　本時のねらい　

　・文章構成を理解し、バイオロギングについて要点をまとめることができる
(2)　本時の評価規準
	評価の観点
	【知識・技能】、【思考・判断・表現】

	評価規準
	【知】文の構成を理解している【思】バイオロギングについて要点をまとめている

	評価方法
	ノート、観察


(3) 本時の工夫点
	場面
	工夫点（手立て、方法）
	理由

	展開

６～７
９
	バイオロギングについてまとめた後、再構成して文章をまとめさせる。
振り返りの交流
	学習用語「要点をまとめる」を再確認するため
語彙の獲得と向上


(4)　展開
	
	学習活動
	形態
	教師の支援(☆) と 評価(■)

	導

入
５分
	１　学習の見通しを持つ　

[image: image1.emf] 

２　めあてを確認する

	全体

	☆バイオロギングについて学び調べるとよい動物や考えたことについて書くことを伝える



	展

開

①
２５分

	３　本文を読み、興味関心を持ったところを箇条書きする

４　文の構成（序論・本論・結論）を理解し、内容の見出しをつける
５　バイオロギングについて説明文を書く
６　書いたことを比較して「要点をまとめる」ことを意識させる
	個人
個人
ペア
個人
全体
	☆電子黒板で学習用語を確認する
☆形式段落や、構成のとらえ方について確認する
■文の構成を理解している（ノート）
　🄱序論・本論・結論にわけ適切な見出しを付けている
☆段落を確認する

☆キーワードを抑える

	展開②５分
	７まとめ

　バイオロギングについて書いたことを見直し、要点をまとめる

	個人
ペア
	■バイオロギングについて要点を抑えてまとめている（ノート）
🄱例：バイオロギングとは調べられる側の動物に記録計をつけ、自身がデータを集める方法。

☆「要点をまとめる」ことの意味を再確認する


	終

末１５分
	８振り返り
　①文章の中で印象に残ったことと考えたことについて100字程度でまとめる
　
９振り返りの交流
　グループで書いたことを共有する　
	グループ

	☆言葉カードの活用
☆交流①（他の人はどんな内容に対しどんな言葉で感想を言っているか）を伝え言葉を広げられるようにする

	
	
	
	


 (5)　板書計画
	






	


電子黒板
　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②
　　③
７－２　本時の学習（２／５時間目）
(1)　本時のねらい　

　・調査から分かった事実をまとめ、筆者の考えを要約することができる
(2)　本時の評価規準
	評価の観点
	【思考・判断・表現】

	評価規準
	ペンギンの調査から事実と筆者の考えを具体的に読み取っている

	評価方法
	ワークシート


(3)  本時の工夫点
	場面
	工夫点（手立て、方法）
	理由

	展開７
８
	事実と考えの区別をする方法を文章化する
振り返りの交流
	学習用語「事実・考え」の再確認
語彙の獲得と向上


(4)展開

	
	学習活動
	形態
	教師の支援(☆) と 評価(■)

	導

入
５分
	１　前時の学びを確認する　

２　めあてを確認する



	全体


	１文の構成（序論・本論・結論）を確認する


	展

開

３０分

	３　本論を読み、三つの課題に分ける
４　グループＡＢＣに別れて事実と考察をまとめる
５　ジグソー式に分かれ各グループのまとめを聞く（ＡＢＣ混合班）
６　混合班の事実と考察を踏まえ、ペンギンの行動の意味をまとめる
	全体
グループ
個人
	☆電子黒板で学習用語を確認する
☆ワークシート①を用意し短時間でできるようにする
■調査から事実を読み取っている（ワークシート）
☆三つのグループは教師が班編制する
🄱調査内容と結果が具体的に書かれている
☆使う言葉を確認する

■筆者の考察をまとめている（ワークシート）

🄱例：ペンギンは餌をとるために効率を大切にして、生き残りをかけ様々な工夫をしている

	終

末１５分
	７振り返り
　①考察どのようにして書くとわかったか、今後どの学習で活かしたいか150字程度でまとめる。
８振り返りの交流
　グループで書いたことを共有する　
	グループ


	☆言葉カードの活用
☆交流の目的（人はどう言っているか、同じところでも違う表現をしているかなど）を伝え言葉を広げられるようにする

	
	
	
	


	






	


 (5)　板書計画
電子黒板

　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②

③
７－３　本時の学習（３／５時間目）
(1)　本時のねらい　

　・本論での論理の展開の工夫を考えることができる

 (2)　本時の評価規準
	評価の観点
	【思考・判断・表現】

	評価規準
	文章の構成や事実と考え、図や写真の組み合わせに着目し論理の展開の工夫を捉えている

	評価方法
	ワークシート


 (3)　本時の工夫点
	場面
	工夫点（手立て、方法）
	理由

	展開

３～５
７
	調査の事実のみを書いたワークシートに、書き込みをして論理の展開を視覚化する。書き込みをして気づいたことをまとめる。
振り返りの交流
	筆者が考えを書くために行った論理の展開の工夫が目で分かり、文章にすることで再確認できる。
学習用語「論理の展開」を視覚で確認できる

語彙の獲得と向上


 (4)　展開
	
	学習活動
	形態
	教師の支援(☆) と 評価(■)

	導

入
５分
	１　前時の学びを確認する　

２　めあてを確認する


	全体


	・ペンギンの調査の事実について確認する
☆電子黒板で学習用語について確認する

	展

開

①
２５分
	３　前時の学習で学んだ事実（調査結果）だけをのせた用紙に説明の工夫などを書き込ませ、グループで共有する
４　グループで書き込んだ特徴を発表する

	個人
グループ

	☆ワークシート②を用意し短時間でできるようにする
■文の構成や図、グラフの組み合わせに着目し説明の仕方の特徴を捉えている（ワークシート）

🄱図を出す効果について述べている。
どの観察も事実→疑問→観察→考えの構成になっていることを述べている。
☆言葉カードの活用


	展開②５分
	５まとめ

　論理の展開の工夫で気づいたことをまとめる
	個人
	５「筆者は説明するときに・・・」とリード文を書き振り返りがしやすいようにする


	終

末１５分
	６振り返り
　①説明するときどんな工夫をしてどんな文章にしたいと思うか200字程度でまとめる。
　

７振り返りの交流
　グループで書いたことを共有する　
	グループ


	☆交流の目的（他の意見を聞いて参考になる表現はあるか）を伝え言葉を広げられるようにする

	
	
	
	


(5)　板書計画

	






	


電子黒板

　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　②

③
７―４　本時の学習（４／５時間目）
(1)　本時のねらい　

　・筆者の主張を具体的に言い換えることができる
(2)　本時の評価規準
	評価の観点
	【思考・判断・表現】

	評価規準
	文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け自分の考えを書いている

	評価方法
	ノート


(3)　本時の工夫点
	場面
	工夫点（手立て、方法）
	理由

	展開

４～５
８
	抽象的な筆者の主張を、自分の身の回りの出来事に置き換え言い換えさせる
振り返りの交流
	学習用語「抽象的・具体的」を意識させ、身近なことを書くことで筆者の思いを理解しやすくする
語彙の獲得と向上


(4)展開
	
	学習活動
	形態
	教師の支援(☆) と 評価(■)

	導

入
５分
	１　前時の学びを確認する　

２　めあてを確認する



	全体


	・序論・本論・結論について復習し主張を捉えることを確認する
☆電子黒板で学習用語について確認する

	展

開

①
２５分
	３　主張の段落を読み、簡潔にまとめる
４　抽象的な言い方の主張を箇条書きにして具体的に言い換える
５　書いたことをグループで共有する
	個人
全体
個人
ペア

グループ
	☆結論の文章に注目するようにする

　
■理解したことや考えたことを経験と結び付け自分の考えを書いている（ノート・観察）
🄱バイオロギングの内容を踏まえて、身近な動物を取り上げている。なぜ調べてみたいか理由を述べている。


	展開②５分
	６まとめ

　筆者はなにを私たちに伝えたかったか
	個人
	☆自分たちで書いた具体例を基に考える


	終

末１５分
	７振り返り
　①他の人の考えを聞いて考えたこと、参考にしたいことを200字程度でまとめる
８振り返りの交流
　グループで書いたことを共有する　

	グループ


	☆言葉カードの活用

☆交流の目的（自分の表現で改善するところはあるか、使いたい表現はあるか）を伝え言葉を広げられるようにする

	
	
	
	


 (5)　板書計画

	







	


電子黒板

　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　②



　　

　③

７―５　本時の学習（５／５時間目）
(1)　本時のねらい　

　・知りたいバイオロギング調査について文の構成を工夫し要約することができる
(2)　本時の評価規準
	評価の観点
	【主体的に学習に取り組む態度】

	評価規準
	相手に伝わるように言葉を選び思いや考えを伝えようとしている。

	評価方法
	ワークシート


(3)　本時の工夫点
	場面
	工夫点（手立て、方法）
	理由

	展開

３～６
８
	文章構成を工夫して前時まで学んだことをわかりやすく伝える文章を作成する。
発表を聞いて言葉カードを使って感想を書く
振り返りの交流
	単元で出てきている学習用語を再確認し学びに活かせるようにするため
語彙の獲得と向上


(4)　展開
	
	学習活動
	形態
	教師の支援(☆) と 評価(■)

	導

入
５分
	１　前時の学びを確認する　

２　めあてを確認する


	全体


	・序論・本論・結論の構成で今までの学びと自分の考えをまとめ提案文を書くことを知らせる
☆電子黒板で学習用語について確認する

	展

開

３０分

	３　知りたい調査を序論・本論・結論の構成でまとめる
４　完成した文章を推敲する
５　書いたことをグループで発表する
６　発表を聞いて一文感想を書く
	個人
個人
ペア
グループ
	☆ワークシート③を用意し今までの学びをまとめられるようにする
　
■相手に伝わるように言葉を選び考えや思いを伝えようとしている（ワークシート・観察）
Ｂ評価：言葉カードや既習事項を活用して序論・本論・結論の構成で調べたい動物と理由を述べている
☆言葉カードの活用

	終

末１５分
	７振り返り
　①この学習で役に立ったこと、身についたこと
　活かしたいことを150～200字程度でまとめる
８振り返りの交流
　グループで書いたことを共有する　

	個人
グループ
	☆交流の目的（他の人ははどのようなことを学んだと感じているか、自分も生かせることがあるか）を伝え言葉を広げられるようにする

	
	
	
	


 (5)　板書計画

	






	


電子黒板

　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ②

　　

③
文章構成を理解し バイオロギングについて要点をまとめる





学習用語





☆文の構成（内容）


　１　①～④（バイオロギングの説明）


　２　⑤～⑯（調査と分かったこと）


　３　⑰～⑱（伝えたいこと・主張）


　　　　↓


　バイオロギングについて考えるには（１）段落を見ると分かる


☆バイオロギングについて説明しよう





☆バイオロギングについて要点をまとめよう　使う言葉（調べられる側・動物・記録計　等）





　





























生物が記録する科学―バイオロギングの可能性―








めあて





振り返り





興味関心





視点・文章の中で印象に残ったことと考えたことについて百字程度でまとめる。





文章構成を理解し、バイオロギングについて簡潔にまとめる





バイオロギングとは





構成








簡潔








【振り返りの視点】


①文章の中で印象に残ったことと考えたことについて100字程度でまとめる。





　言葉カード・学習用語を活用してみよう





【学習用語】（気をつける言葉）


・「構成」


文や段落がどういう関係で結びついて組み立てられているかということ


・「要点」


文章の中の大事な部分





【振り返りの交流の注目点】


☆言葉をたくさん意識しよう





・他の人はどんな内容に対しどんな言葉で感想を言っているか（言葉カードを用意しておく）





調査から分かった事実をまとめ筆者の考えを要約する





③混合班で「ペンギンの行動の意味」をまとめよう





めあて





生物が記録する科学


―バイオロギングの可能性―








②混合班になってまとめたことを共有しよう





調査から見えてきたこと（考えまとめ）


（ペンギンの行動の意味は・・・・）





①ＡＢＣ班でそれぞれの調査結果をまとめよう　　（ワークシート①）





振り返り





学習用語





調査から分かった事実をまとめ、筆者の考えを要約する





視点・考察はどのようにして書くとわかったか、今後どの学習で活かしたいか





事実








考え








【振り返りの視点】


①考察はどのようにして書くとわかったか、今後どの学習で活かしたいか150字程度でまとめる。





　言葉カード・学習用語を使おう





【学習用語】（気をつける言葉）


・「事実」


実際にある、あったこと


・「考え」


筆者が伝えようとすること、事実から予測できること


・「要約」文章の全体または部分を短くまとめること








【振り返りの交流の注目点】


☆言葉をたくさん意識しよう





①自分と共通点や違うところはあるか


②同じ事に対し友達はどんな風に感想を表現しているか（言葉カードを用意しておく）





本論の論理の展開の工夫を考える





めあて





生物が記録する科学―バイオロギングの可能性―








②グループで共有し書き込みを完成させよう





①筆者の工夫を書き込もう（個人）


（ワークシート②）





学習用語





本論の論理の展開の工夫を要約する





まとめ





振り返り





視点・説明するときどんな工夫をしてどんな文章にしたいと思うか





筆者は説明するときに





特徴








効果








【振り返りの視点】


①説明するときどんな工夫をしてどんな文章にしたいと思うか200字程度でまとめる。





　言葉カード・学習用語を使おう





【学習用語】（気をつける言葉）


・「論理の展開」


結論や主張を導くための筋道の通った話の進め方


・「要約」


文章の全体または部分を短くまとめること





【振り返りの交流の注目点】


☆言葉をたくさん意識しよう





①自分と共通点や違うところはあるか


②他の意見を聞いて参考になる表現はあるか（言葉カードを用意しておく）





筆者の主張を具体的に言い換えることができる





〈自分なりに言い換えると〉例


①八重山の山に暮らすカンムリワシのデータは


②どれ位縄張りを持ち何を食べているかなど知っているようで知らない範囲を


③教えてくれ、環境や生物を守るのに必要な情報


を教えてくれる








〈筆者の主張〉


①様々な環境で生きる生物たちのデータは


②私たちが思考できる範囲を


③大きく広げてくれる








めあて





学習用語





筆者の主張を具体的に言い換える





まとめ





生物が記録する科学―バイオロギングの可能性―








振り返り





筆者は私たちに





と伝えたかった





　　　　　　





視点・他の人の考えを聞いて考えたこと、参考にしたいこと





主張








言い換え








抽象的








具体的








【振り返りの視点】


①他の人の考えを聞いて考えたこと、参考にしたいことを200字程度でまとめる。


　言葉カード・学習用語を使おう





【学習用語】（気をつける言葉）


・「主張」


自分の説や意見を言うこと


・「具体的」　　　　「抽象的」


イメージできるようはっきりと詳しく表現すること�多くのことから共通点を見つけまとめる言い方


・「言い換え」


わかりやすくするために違う言い方をすること





【振り返りの交流の注目点】


☆言葉をたくさん意識しよう





①自分と共通点や違うところはあるか


②自分の表現で改善するところはあるか、使いたい表現はあるか（言葉カードを用意しておく）





知りたいバイオロギング調査について文の構成を工夫し要約する





めあて





〈提案しよう〉


①今までの内容を序論・本論・結論にまとめる


②推敲し訂正箇所があれば横に書く


③グループで発表し合う（一文感想を書こう）








学習用語





振り返り





知りたいバイオロギング調査について文の構成を工夫し要約する





生物が記録する科学―バイオロギングの可能性―








視点・この学習で役に立ったこと（何が？どう役に立った？）、身についたこと（どんな力？）、活かしたいこと（何をするとき？）


　





推敲








構成の工夫








【振り返りの視点】


①この学習で役に立ったこと、身についたこと活かしたいことを150字～200字程度でまとめる


　言葉カード・学習用語を使おう





【学習用語】（気をつける言葉）


・「構成の工夫」


根拠は考えとあっているか、話の進め方（論理の展開）はよいか、序論・本論・結論の流れはよいか確認すること


・「推敲」


一度書いた文章をよりよくするために修正したり形式や表現を整えたりすること





【振り返りの交流の注目点】


☆言葉をたくさん意識しよう





①自分と共通点や違うところはあるか


②他の人ははどのようなことを学んだと感じているか、自分も生かせることがあるか（言葉カードを用意しておく）
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